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素人がSARscapeを手に入れたら

こんな事ができるようになった！

本日のサブタイトル

SARカンファレンス2018



１．基礎地盤コンサルタンツの紹介

２．きっかけと取り組み

３．解析事例紹介

４．SARscapeの便利機能

本日の内容

SARカンファレンス2018



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018

・昭和28年創業（今年で創立65年）

・特に地盤分野に強い老舗建設コンサルタント

・親会社である㈱長大と長大グループを形成



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018

明石大橋白鳥大橋

若戸大橋 第二関門橋長大橋の地盤
調査は経験豊
富
若戸大橋大橋
はその走り

本州と九州を
結ぶ大動脈
当時のNo.1
吊橋

室蘭にかかる
美しい橋
北海道も海上
調査が得意

海上調査の金
字塔 当社の
サンプリング
技術で設計が
変わった



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018

羽田空港

神戸空港 関西新空港

岡山空港

羽田の拡張
プロジェク
トの調査は
サウンディ
ングが活躍
した

山の中腹に
作った空港
初期からの
地質調査に
関与

深い洪積粘
土の圧密沈
下が話題に
調査と計測
を担当

つい最近まで
係わっている
空港 埋立に
伴う地盤の問
題解決は得意
技



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018

中央道 井形西浦線高架橋

日本海沿岸自動車道
完成後の長
大のり面の
管理で貢献

パース作成に
よる完成予想
図

20年近く前か
ら調査、施工
管理に関与



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018

砂防ダム
砂防施設の設
計、広島水害
で今後増えそ
う 老朽化点
検もある

のり面対策

液状化 地すべり
国内で液状化
検討を最初に
行ったのは当
社 写真はポ
ートアイラン
ド

地すべりの観
測・機構解析
・対策設計を
した例

フリーフレー
ムによるのり
面対策設計



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018

Singapore MRT Padoma Port

Changi Air Port Marina Bay Sands

第一期工事の
コンサル業務
本邦コンサル
で初

世界トップク
ラスの港湾
海上ボーリン
グ

あのベイサン
ズは当社が地
盤調査世界一のハブ

空港を目指す
チャンギ、次
の拡張も



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018

建設通信新聞
2014.5.23

日刊建設工業新聞
2016.5.12



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018



基礎地盤コンサルタンツの紹介

SARカンファレンス2018



SARに取り組み始めたきっかけ

SARカンファレンス2018

内閣府

戦略的イノベーションプログラム（SIP）

国土交通省

社会インフラのモニタリング技術活用検討推進委員会

港湾構造物、橋梁、ダム、河川堤防などの構造物のモ
ニタリングにSARが活用されている

もしかしてSARは使えるのではないか？



SARに取り組み始めたきっかけ

SARカンファレンス2018

従来の道路盛土、切土の劣化度合いの判定
・目視点検、簡易な測定
・ボーリング調査

↓
SARを使って維持管理の効率化を図れないだろうか？



弊社の取り組み

SARカンファレンス2018

技術的課題（背景） 研究の内容 成果（目的）

・・・・・・
・・・・・・

課題1：築造当時からのDBがない

課題2：目視中心で定量的把握が困難

課題3：対策優先順位が不明

森林

地すべり

のり面工

アスファルト舗装
草木 　盛土

最適な周波数帯の検討

・・・・・・
・・・・・・

過去に遡って変状箇所のDB構築が可能（課題1）

時間累
積
変
位

定量的な管理が可能（課題2）

変位大

変位大

優先度を考慮した保全計画（課題3）

実変状とのキャリブレーション

マニュアル

・・・・・
・・・・・

地盤工学的原因究明
変状解析のマニュアル作成

◯◯mm沈下

リモートセンシング技術を活用した道路土構造物の維持管理の効率化に関する研究開発
（国交省新道路技術会議「道路政策の質の向上に資する技術開発」にてFS採択）



弊社の取り組み

SARカンファレンス2018

リモートセンシング技術を活用した道路土構造物の維持管理の効率化に関する研究開発
（国交省新道路技術会議「道路政策の質の向上に資する技術開発」にてFS採択）

東京大学グループ
研究代表者：古関 潤一（研究全体の総括）
共同研究者：竹内 渉（衛星SAR差分干渉解析）

清田 隆（地盤変状箇所の地盤工学的な検討）

基礎地盤コンサルタンツ（株）グループ
共同研究者：柳浦 良行（実用化の検討）

吉川 猛（衛星SAR差分干渉解析）

NEXCO総研
研究協力者：横田 聖哉
（現場および変状データの提供）

研究体制



解析事例①（土木学会発表後公開予定）

SARカンファレンス2018



解析事例②（地盤工学会発表）

SARカンファレンス2018

・山形県酒田市付近

・軟弱地盤上の盛土主体の高速道路

・PS-InSAR

・ALOS/PALSAR

・2007/06/09～2010/11/02
20シーン

・Ascending

・解析グリッド10m×10m

・Threshold 0.75

Google map

日日

本本

海海

沿沿

岸岸

東東

北北

自自

動動

車車

道道

酒田みなとIC酒田みなとIC

酒田IC酒田IC



解析事例②（地盤工学会発表）

SARカンファレンス2018

第52回地盤工学研究発表会

「軟弱地盤上の高速道路盛土における
長期観測結果からの一考察」

澤野幸輝、長尾和之、高橋修二、佐藤修治、
友清 悟

「圧密沈下促進工法に伴う
長期圧密沈下ひずみ速度に関する一考察」

友清 悟、長尾和之、澤野幸輝、佐藤修治



解析事例②（地盤工学会発表）

SARカンファレンス2018

SARScape
PS-InSAR 解析結果



解析事例②（地盤工学会発表）

SARカンファレンス2018

道路管理を考慮した整理方法

C-BOXなどの構造物部と盛土部で不同沈下
（澤野ほかより引用）

・任意区間の平均沈下量or沈下速度
・C-BOX～ C-BOX間の平均値を算出



解析事例②（地盤工学会発表）

SARカンファレンス2018

路面沈下量整理結果
および実測値との比較



解析事例③（地盤工学会発表）

SARカンファレンス2018

・北海道虻田郡付近洞爺湖町付近

・高速道路に面した地すべり斜面

・ALOS/PALSAR

・DInSAR
2007/10/20-2010/06/12
Ascending
解析グリッド20m×20m
Threshold 0.3

・PS-InSAR
2007/01/17～2011/03/15

20シーン
Descending
解析グリッド10m×10m
Threshold 0.75

Google map

調査対象地



解析事例③（地盤工学会発表）

SARカンファレンス2018

地質踏査にて設定された推定地すべりブロックと
ほぼ同じ範囲が衛星に近づく変状を示している

調査対象地

道央自動車道

←函館方面 札幌方面→



解析事例③

SARカンファレンス2018

調査対象地

（mm/year）

PS-InSAR解析結果
2007/01/17～2011/03/15 Descending



解析事例③

SARカンファレンス2018

大有珠付近：隆起傾向 2007/01/17～2011/03/15
有珠新山、旧国道230号：沈下傾向 Descending

（mm/year）



解析事例④（非公開）



解析事例⑤（DEMによる差異）

SARカンファレンス2018

10mDEMを使用した解析結果
（変位量）

30mDEMを使用した解析結果
（変位量）

（m）
・概略の傾向は変わらない
・細かい描写が変わる



解析事例⑥（衛星画像例）

SARカンファレンス2018

Google map

ALOS ALOS2
Ascending   Descending

Sentinel  TarraSARX
Descending Descending



SARScapeの便利機能

SARカンファレンス2018

Sentinel1A Dataのダウンロード機能



SARScapeの便利機能

SARカンファレンス2018

Sentinel1 OpenHUBは頻繁に途切れる



SARScapeの便利機能

SARカンファレンス2018

リトライ機能があるので、正真正銘ほったらかし



ご清聴ありがとうございました

SARカンファレンス2018


